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;
Δ
さ
ͱ
納
税
制
度
͸
ỏ

平
成
20
年
度
の
税
制
改
正
ʹ

よ
Γ
開
始
さ
Ε
た
制
度
Ͱ
ỏ

ふ
Δ
さ
ͱ
を
応
援
し
た
い
ͱ

い
う
納
税
者
の
思
い
を
実
現

す
Δ
た
Ί
ͱ
ỏ
地
方
間
格
差

や
過
疎
ͳ
Ͳ
ʹ
よ
Δ
税
収
の

減
少
ʹ
悩
Ή
自
治
体
ʹ
対
し

ͯ
格
差
是
正
を
推
進
す
Δ
こ

ͱ
を
目
的
ͱ
し
ͯ
設
立
さ
Ε

た
Ố

　

平
成
23
年
ͷ
東
日
本
大
震

災
ͷ
時
に
͸
、
東
北
に
໿

６
４
０
億
円
ͷ
寄
附
金
が
寄

せ
ら
れ
、
そ
ͷ
後
平
成
25
年

度
に
鳥
取
県
米
子
市
が
寄
附

金
の
お
礼
に
特
産
品
の
パ
ッ

ク
を
提
供
し
た
͜
ͱ
が
Ϛ
ス

コ
ϛ
Ͱ
取
Γ
上
͛
Β
れ
、
平

成
26
年
度
͔
ら
返
礼
品
ͷ

ブ
ー
ム
͕
到
来
し
た
Ố

　

本
市
ͷ
ふ
る
さ
と
納
税
ͷ

状
況
に
つ
い
て
͸
ỏ
平
成
20

年
度
か
ら
25
年
度
ま
Ͱ
は

年
間
平
均
̏
̎
０
万
円
程
度

Ͱ
推
移
し
ͯ
い
た
が
、
平
成

26
年
度
は
８
̍
̎
万
円
、
平

成
27
年
度
͸
返
礼
品
を
メ

ニ
ỿ
ー
制
ʹ
す
る
ͳ
Ͳ
ͷ
見

直
し
も
行
っ
た
こ
ͱ
͔
ら
ỏ

̍
̌
̌
̌
万
円
を
超
え
た
ͱ

こ
ろ
Ͱ
あ
る
Ố
し
͔
し
ͳ
͕

ら
ỏ
鹿
児
島
県
全
体
Ͱ
͸
平

成
27
年
度
で
໿
74
億
円
の
寄

附
金
が
あ
り
、
県
内
19
市
ͷ

う
ͪ
８
市
͕
１
億
円
を
超

え
ỏ
ま
ͨ
住
民
税
控
除
ͱ
ͳ

Δ
納
税
額
ͷ
上
限
͕
引
͖
上

͛
Β
Ε
Δ
͜
ͱ
や
申
告
手
続

͖
ͷ
簡
素
化
͕
図
Β
Ε
Δ
͜

ͱ
ʹ
加
え
ỏ
企
業
版
ふ
Δ
さ

ͱ
納
税
ͷ
創
出
΋
予
定
さ
Ε

ͯ
い
Δ
͜
ͱ
͔
Β
ỏ
今
後
さ

Β
ʹ
人
気
͕
高
ま
っ
ͯ
͘
Δ

͜
ͱ
͕
予
想
さ
Ε
Δ
Ố

　

委
員
会
Ͱ
͸
ỏ
本
市
ʹ
΋

他
ʹ
負
͚
ͳ
い
農
畜
産
物
等

ͷ
資
源
͕
多
͘
あ
Δ
͜
ͱ
͔

Β
ỏ
͜
ͷ
制
度
を
最
大
限
ʹ

活
用
し
ͯ
農
畜
産
物
等
ͷ
生

産
ỏ
販
路
ͷ
拡
大
ʹ
つ
ͳ
͛
ỏ

ま
ͨ
返
礼
品
合
戦
ʹ
振
Γ
回

さ
Ε
ͣ
都
会
ʹ
ͳ
い
農
畜
産

物
や
伝
統
工
芸
品
ͳ
Ͳ
を
全

活かせ提言 !活かせ提言 !

◆
総
務
常
任
委
員
会
◆

ふ
Δ
さ
ͱ
納
税
ͷ

　
　
　
取
Γ
組
み
ʹ
つ
い
て

面
ʹ
打
ͪ
出
し
ỏ
地
域
産
業

ͷ
育
成
や
振
興
ʹ
力
を
注

͗
ỏ
地
場
産
物
ͷ
ネ
ッ
ト
販

売
等
ʹ
対
応
Ͱ
͖
Δ
Α
う
ʹ

努
Ί
ỏ
さ
Β
ʹ
͜
Ε
ま
Ͱ
南

九
州
市
Ͱ
生
ま
Ε
育
ͪ
ỏ
都

会
ʹ
出
ͨ
人
͕
ふ
Δ
さ
ͱ
へ

ͷ
恩
返
し
ͱ
し
ͯ
ỏ
ま
ͨ
本

市
を
応
援
͢
Δ
ͨ
Ί
ʹ
ふ
Δ

さ
ͱ
納
税
を
し
ͯ
い
ͨ
ͩ
い

ͨ
人
ͨ
ͪ
ʹ
対
し
ỏ
͓
礼
ͱ

併
ͤ
ͯ
制
度
改
正
ʹ
つ
い
ͯ

周
知
を
͸
͔
Γ
持
続
的
ͳ
関

係
を
築
い
ͯ
い
͘
必
要
͕
あ

Δ
Ố

　

͜
ͷ
Α
う
ͳ
現
状
を
踏
ま

え
ỏ
５
月
18
日
か
ら
19
日
ʹ

͔
け
ͯ
鹿
児
島
県
大
崎
町
ͱ

宮
崎
県
綾
町
を
調
査
し
ͨ
Ố

ー 

提 

言 

ー

ᾇ
ふ
Δ
さ
ͱ
納
税
ͷ
取
Γ
組

Έ
ʹ
ͭ
い
ͯ
͸
ỏ
調
査
事
項

を
参
考
ʹ
し
ͯ
ス
ピ
ー
ド
感

を
΋
っ
ͯ
取
Γ
組
Ή
こ
ͱ
Ố

ᾈ
返
礼
品
ͷ
選
定
ʹ
ͭ
い
ͯ

͸
ỏ
特
産
品
協
会
を
中
心
ʹ
ỏ

寄
附
者
ʹ
魅
力
あ
Δ
品
物
を

選
定
し
ỏ
さ
Β
ʹ
魅
力
あ
Δ

商
品
ͷ
創
出
を
促
進
す
Δ
こ

ͱ
Ố

ᾉ
ふ
Δ
さ
ͱ
納
税
ͷ
取
Γ
組

Έ
ʹ
ͭ
い
ͯ
͸
ỏ
企
画
課
ͩ

け
Ͱ
ͳ
く
ỏ
関
係
ͷ
課
͕
連

携
し
ͯ
い
く
体
制
を
構
築
す

Δ
こ
ͱ
Ố

大崎町ʹて
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本
市
ͷ
学
校
教
育
ͷ
現
状

等
ʹ
つ
い
ͯ
ỏ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

及
び
小
中
一
貫
教
育
ʹ
関
す

Δ
調
査
を
行
っ
ͨ
Ố

　

本
市
ͷ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
͸
ỏ

全
ͯ
ͷ
小
中
学
校
ͷ
パ
ソ
コ

ン
室
や
普
通
教
室
ʹ
児
童
生

徒
用
パ
ソ
コ
ン
ỏ
電
子
黒
板
ỏ

大
型
テ
レ
ビ
ỏ
校
務
用
パ
ソ

コ
ン
͕
配
備
さ
Ε
推
進
͕
図

Β
Ε
ͯ
い
Δ
Ố

　

本
市
ͷ
小
中
一
貫
教
育

͸
ỏủ
連
携
型
Ứ
ͱ
呼
͹
Ε
ỏ

小
・
中
学
校
͕
ͦ
Ε
ͧ
Ε
ͷ

課
題
解
決
を
目
的
ʹ
連
携
し

児
童
生
徒
ỏ
教
育
ͷ
交
流
や

合
同
ͷ
活
動
を
通
し
ͯ
小
学

校
͔
Β
中
学
校
へ
ͷ
円
滑
ͳ

接
続
を
目
指
し
ͯ
ỏ
中
学
校

区
単
位
Ͱ
推
進
͕
図
Β
Ε
ͯ

い
Δ
Ố

　

こ
ͷ
Α
う
ͳ
現
状
を
踏
ま

え
ỏ
５
月
24
日
か
ら
25
日
に

͔
͚
ͯ
宮
崎
県
小
林
市
及
び

薩
摩
川
内
市
Ͱ
調
査
を
実
施

し
た
Ố

　

本
市
͸
日
本
一
ͷ
͓
茶
生

産
地
Ͱ
あ
Δ
͕
ỏ
近
年
茶
価

格
ͷ
௿
迷
に
Α
Γ
茶
農
家
を

取
Γ
巻
く
状
況
͸
依
然
ͱ
し

ͯ
厳
し
い
͜
ͱ
͔
Β
ỏ
今
後

ͷ
対
策
ͱ
し
ͯ
ỏ
海
外
Ͱ
日

本
茶
ͷ
需
要
͕
૿
加
し
ͯ
い

Δ
͜
ͱ
に
着
目
し
ỏ
͓
茶
ͷ

輸
出
を
含
め
た
販
売
対
策
ͱ

有
機
栽
培
に
つ
い
ͯ
調
査
を

行
っ
た
Ố

　

͓
茶
ͷ
輸
出
͸
ỏ
南
薩
地

区
Ͱ
立
ち
上
͛
た
輸
出
茶
研

究
会
（
29
工
場
）
が
ア
メ

Ϧ
カ
ʹ
輸
出
し
ͯ
い
Δ
Ố
輸

出
の
際
ỏ
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
や
グ

ロ
ー
ό
ϧ
Ｇ
Ａ
Ｐ
ͳ
Ͳ
認

証
取
得
が
必
要
Ͱ
あ
Δ
が
ỏ

ϋ
ー
ド
ϧ
が
高
く
ỏ
各
国
の

安
全
基
準
が
異
ͳ
Δ
た
め
ỏ

こ
Ε
Β
の
課
題
解
決
ʹ
向
け

ͯ
鹿
児
島
県
輸
出
茶
サ
プ
ϥ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
活
用
推
進
ʹ

取
Γ
組
Μ
Ͱ
い
Δ
Ố

　

こ
の
Α
う
ͳ
現
状
Λ
踏
ま

え
ỏ
５
月
19
日
か
ら
20
日
ʹ

͔
け
ͯ
志
布
志
市
及
び
宮

ᾇ
̞
Ｃ
̩
教
育
ʹ
ͭ
い
ͯ

͸
ỏ
学
習
意
欲
ͷ
向
上
ͷ
一

ͭ
ͷ
要
因
ʹ
ͳ
Γ
得
Δ
ͱ
考

え
Β
Ε
Δ
͕
ỏ
̞
Ｃ
̩
機
器

ͷ
導
入
や
更
新
時
ͷ
財
政
負

担
ỏ
学
校
現
場
ͷ
活
用
面
Ͱ

課
題
͕
あ
Δ
こ
ͱ
͔
Β
ỏ
推

進
ʹ
当
ͨ
っ
ͯ
͸
ỏ
教
育
委

員
会
ͱ
学
校
現
場
ͷ
相
互
理

解
ʹ
基
ͮ
い
ͯ
ỏ
̞
Ｃ
̩
機

器
͕
十
分
ʹ
活
用
さ
Ε
Δ
Α

う
取
Γ
組
Ή
こ
ͱ
Ố

崎
県
川
南
町
ͷ
調
査
を
行
っ

た
Ố

ᾇ
意
欲
あ
Δ
農
業
者
͕
有
機

栽
培
茶
ͷ
生
産
͕
展
開
Ͱ
͖

Δ
Α
う
支
援
を
積
極
的
ʹ
行

う
ͱ
ͱ
΋
ʹ
ỏ
有
機
̟
Ａ
̨

認
証
を
含
Ί
第
三
者
͕
認
証

す
Δ
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
等
ͷ
取
得

ͷ
推
進
ʹ
努
Ί
Δ
こ
ͱ
Ố

ᾈ
世
界
的
ͳ
日
本
食
ϒ
ー
ム

を
背
景
ͱ
し
ͯ
日
本
茶
ͷ
輸

出
を
推
進
す
Δ
国
ͷ
施
策

ͱ
連
携
し
ỏ
輸
出
΁
ͷ
取
組

Έ
を
一
層
推
進
す
Δ
ͱ
ͱ
΋

ʹ
ỏ
輸
出
ʹ
関
す
Δ
認
証
取

得
ʹ
ͭ
い
ͯ
͸
ỏ
安
全
基
準

͕
各
国
Ͱ
異
ͳ
Γ
ỏ
海
外
進

出
を
Α
Γ
困
難
ͳ
΋
ͷ
ͱ
し

ͯ
い
Δ
ͱ
見
受
け
Β
Ε
Δ
こ

ͱ
͔
Β
ỏ
安
全
基
準
ͷ
緩
和

や
統
一
を
関
係
機
関
ʹ
働
͖

͔
け
Δ
こ
ͱ
Ố

ᾉ
国
内
ʹ
͓
い
ͯ
消
費
௿
迷

͕
続
い
ͯ
い
Δ
中
Ͱ
ỏ
͓
茶

ー 

提 

言 

ー

ー 

提 

言 

ー

ᾈ
小
中
一
貫
教
育
ʹ
ͭ
い
ͯ

͸
ỏ
中
１
ギ
ャ
ッ
ϓ
ͷ
解
消

や
学
力
向
上
ͷ
観
点
͔
Β

効
果
͕
あ
Γ
ỏ
·
ͨ
ỏ
連
携

型
ͷ
小
中
一
貫
教
育
͸
ỏ
一

体
型
や
併
設
型
ʹ
比
΂
財
政

的
負
担
͕
軽
く
ỏ
地
域
ͷ
実

情
ʹ
合
っ
ͨ
教
育
を
推
進
Ͱ

͖
Δ
ͱ
考
え
Β
Ε
Δ
こ
ͱ
͔

Β
ỏ
平
成
31
年
度
ʹ
͸
３
つ

ͷ
中
学
校
区
ͱ
ͳ
Δ
こ
ͱ
を

見
据
え
た
取
組
Έ
を
検
討
す

Δ
こ
ͱ
Ố

ᾉ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
及
び
連
携
型

小
中
一
貫
教
育
͸
ỏ
一
体
的

ʹ
進
Ί
Δ
こ
ͱ
Ͱ
ỏ
学
力
向

上
ͳ
Ͳ
更
ͳ
Δ
効
果
͕
期
待

Ͱ
͖
Δ
ͱ
考
え
Β
Ε
Δ
こ
ͱ

͔
Β
ỏ
モ
デ
ル
事
業
を
通
し

ͯ
検
証
を
行
い
ỏ
計
画
的
ỏ

段
階
的
ʹ
取
組
Ή
こ
ͱ
Ố

ͷ
持
つ
成
分
ͷ
機
能
性
ỏ
効

用
を
消
費
者
ʹ
分
͔
Γ
や
す

く
広
報
・
宣
伝
す
Δ
ͱ
ͱ
΋

ʹ
ỏ
新
た
ͳ
͓
茶
ͷ
活
用
方

法
を
模
索
ỏ
普
及
す
Δ
こ
ͱ

ʹ
Α
Γ
消
費
拡
大
ʹ
努
Ί
Δ

こ
ͱ
Ố

ᾊ
ủ
知
覧
茶
Ứ
ͷ
ブ
ラ
ン
ド

確
立
ʹ
向
け
ͯ
ỏ
食
ͷ
安
心

安
全
ʹ
対
応
し
た
品
質
管
理

や
成
分
表
示
ͷ
可
視
化
ʹ
Α

Γ
高
付
加
価
値
化
ỏ
差
別
化

を
進
Ί
Δ
ͱ
ͱ
΋
ʹ
ỏ
茶
価

格
ͷ
安
定
ʹ
影
響
を
及
ぼ
す

茶
流
通
ͷ
仕
組
Έ
全
体
を
見

直
す
こ
ͱ
を
関
係
機
関
ʹ
働

͖
͔
け
ͯ
い
く
こ
ͱ
Ố

◆
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
◆

◆
産
業
建
設
常
任
委
員
会
◆

学
校
教
育
の
現
状
と

　
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

お
茶
の
現
状
と

　
　
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

小林市ʹて

志布志市ʹて


